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は じ め に

 栄養教育は「言葉」をなかだちとして行う。社会構造・

文化等が急速な変化を見せるなか，「言葉」の世代間の

隔たりは年々広がり1），イメージされるものも変動して

いく。日頃何気なく使っている言葉を受け手がどのよう

に捉え，イメージしているか，また，こちらの意図した

ことが正確に伝わっているかを把握することは，栄養教

育効果を高めるうえで重要なことである。

 私たちは，将来，栄養教育に携わる学生が「言葉」の

あやふやさに気づき，正確な「言葉」の必要性を認識し

身につけることが大切であると考えている。そこで，栄

養教育に欠かせない「食品と栄養素」に関する「言葉」

を，学生がどのように捉えどのようにイメージしている

のかを知る目的で調査を行った。この調査には経年比較

が欠かせないと考え，1986年以降，継続的に調査を行い

比較を試みてきたが，短期間での変化は認められなかっ

た。そこで，今回は足かけ15年の歳月のなかでの比較・

検討を試みたところ，一つの知見を得たので報告する。

調 査 方 法

1．調査時期・対象

 調査は，1986年を第1回とし，それ以降数年にわたり，

同じ調査を同時期（4月中旬）に行った。調査対象者は，

毎回，中国短期大学女子新入生とした。今回は，「言葉」

に対するイメージの経年的な変化を見ることを目的とし

ているため，1986年度と2000年度の調査結果を比較・検

討した。（以下1986年，2000年と表記する）

2．調査方法

 食品群や栄養素等の中から単語21を選び，単語1っに

っきイメージされる食品・食物を学生に3つまで記入さ

せた。回答所要時間はおよそ15～20分間である。アンケー

ト用紙は，回答干すぐに回収した。

 1）正確な意味の伝達ができているかを知る目的の単

   語（9）

   穀物，いも，大豆製品，緑黄色野菜，海草，糖質，

   たんぱく質，カルシウム，食物繊維

 2）その単語からどのような食品・食物がイメージさ

   れるかを知る目的の単語（12）

   パン，のみもの，魚肉，加工食品，油もの，野

   菜，塩辛いもの，漬け物，ごちそう，栄養 ビタ

   ミン

 今回は，この中でも経年的な変化がみられそうな5っ

の単語「魚」・「のみもの」・「ごちそう」・「食物繊維」・

「緑黄色野菜」について，1986年と2000年の結果を比較・

検討した。「魚」・「のみもの」・「ごちそう」については，

学生が最も強くイメージする食品・食物を把握するため，

3つの回答のうち1番目の回答を比較・検討した。r食

物繊維」・「緑黄色野菜」については，正確な意味の伝達

ができているかを知るために，全回答を比較・検討した。

 また，1986年と2000年の調査結果についてZ2検定を

行い，危険率5％未満を持って有意とした。
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結果および考察

1．「魚」からイメージする食品・食物（1番目の回答）

 「魚」からイメージする食品・食物が2000年に有意に

多いものは，「さんま」（1986年19．3％，2000年30．1％；

p〈0．05），「さけ」（1986年10．8％，2000年22．6％；p

＜0．01），「いわし」（1986年0％，2000年7．5％；p＜

0．001），「まぐろ」（1986年0％，2000年5．4％；p〈

0．001）であった（表1）。

 これらの魚には，血清脂質濃度の低下，心筋梗塞やア

レルギー疾患の抑制，学習能力や視力の向上などの生理

作用が注目を集めているイコサペンタエン酸やドコサヘ

キサエン酸2）が多く含まれている（表2）。平成11年国

民栄養調査結果から年齢階級別食品群別摂取量（女性）

をみると，魚介類の摂取量は，68．7g／日（15～19歳），

111．Og／日（50～59歳）3）と，若者に少ない傾向がみら

れた。魚の摂取量が少ない若者ではあるが，これらの魚

を1番にイメージする割合が2000年に有意に多く，健康

志向が高くなってきていることが推察される。また，こ

れらの魚は，回遊範囲が広い浮魚類で，特定の地方と結

びつきにくく地方性が薄い4）こともあり，鮮魚店等に並

びやすく購入しやすい種類であるとも考えられる。

 「魚」からイメージする食品・食物が2000年に有意に

少ないものは，「さば」（1986年19．3％，2000年8．6％；

p＜0．05），「たい」（1986年19．3％，2000年8．6％；p＜

0，05），「かれい」（1986年9．6％，2000年3．2％；p〈

0．05），「さしみ」（1986年6．0％，2000年0％；p＜0．05）

であった（表1）。これらの魚・魚料理が，学生にとっ

て身近な食品ではなくなってきたことが推察される。

「かれい」の場合は，最近20年程度の間に減少傾向を示

している地先沖合域の水産資源の筆頭としてあがってお

り5），消費者が購入する機会が少なくなっているとも思

われる。

2．「のみもの」からイメージする食品・食物（1番目

 の回答）

 「のみもの」からイメージする食品・食物が2000年に

有意に多いものは，「お茶・水」（1986年72％，2000年

50．5％；p〈0．001），「紅茶」（1986年1．2％，2000年5．4

％；p＜0．05）であり，2000年に有意に少ないものは，

「ジュース」（1986年55．4％，2000年24，7％；p＜0、001），

「コーヒー」（1986年18．1％，2000年5．4％；p〈0．01）

であった（表3）。

 「お茶・水」の割合が約7倍に増えた理由の一つには，

家でいれて飲むだけではなく手軽に購入して飲むものへ

と，そのあり方自体が時代とともに変わっていったこと

が考えられる。実際1987年から1995年までの8年間で，

清涼飲料総市場は1．5倍の規模に成長し，その中で無糖

茶飲料の占める割合は1987年の4％から1995年末には19

％と，約5倍の規模にまで急成長している6）。また，家

計調査年報をみると，1986年から2000年への「飲料」と

「茶類」の支出金額伸び率が，「飲料」1．3倍に対し「茶

類」1．7倍7）と，「三二」への支出が伸びていることがわ

かる。また「健康によいと思うので続けている食品」と

いうデータでは，第2位に「健康茶」があがっていると

いう報告8＞もある。そして年齢別飲用率（女性）でみる

と調査対象者と年代が近い20歳代独身が最も多かった8）。

このことから，「のみもの」にも健康志向が影響を及ぼ

していることが推察される。ちなみに，第1位は「ヨー

グルト」であった8）。

3，「塩辛いもの」からイメージする食品・食物（1番

 目の回答）

 「塩辛いもの」からイメージする食品・食物が2000年

に有意に多いものは，「いかの塩から」（1986年38．6％，

2000年49．5％；p＜0．05），「漬け物」（1986年6．0％，

2000年14．0％；p＜0．01），「ポテトチップス」（1986年

0％，2000年6．5％；p〈0．001）であり，2000年に有意

に少ないものは，「明太子」（1986年19．3％，2000年2．2

％；p＜0．001），「塩干魚」（1986年16．9％，2000年0％；

p〈0．001）であった（表4）。

 「いかの塩から」の場合，塩からの摂取頻度や摂取量

がこの14年間で多くなったとは考えにくく，単に「塩辛

い」という言葉から，「いかの塩から」をそのままイメー

ジした学生が多かったのではないかと思われる。

 「ポテトチップス」の場合は，塩分量が平均1％であ

り，食品の表面に直接食塩がまぶされているため塩味を

強く感じる食品といえる。

 一方，「塩干魚」が2000年に有意に少ないことに関し

ては，「塩干魚」に塩辛いというイメージがなくなったの
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か，干魚に塩分が含まれていることを学生が認識してい

ないのか，その要因については今後の研究に期待したい。

 「無回答」だった学生は，1986年が3。6％，2000年が

9．7％と2000年に有意に多くなった（p＜0．05）（表4）。

「塩辛いもの」をイメージできない学生が2000年に有意

に増えたことから，「塩辛い」という言葉へのイメージ

の貧弱化が考えられ，それと同時に今日若者の味覚障害

が指摘される9）なかにあって，学生の塩味に対する味覚

の鈍感さが心配される。

困化がうかがわれ，どのように対処していくべきかが今

後の課題の一つになると思われる。

 そして，「ごちそう」にあげられた項目を大きく「和

食」と「洋食」に分けると，「和食」は1986年19．3％，

2000年26．9％と2000年に多い傾向が見られ，「洋食」は

1986年73．4％，2000年62．4％と2000年に有意に（p＜

0，05）少なくなった（表5）。1986年よりも2000年に

「和食」が増えてきている傾向から，ここでも学生の健

康志向への様子がうかがわれる。

4．「ごちそう」からイメージする食品・食物（1番目

 の回答）

 「ごちそう」からイメージする食：品・食物が2000年に

有意に多いものは，「寿司」（1986年13．3％，2000年22．6

％；p＜0．05），「ハンバーゲ」（1986年3．6％，2000年

8．6％；p〈0．05）であり，2000年に有意に少ないもの

は，「ステーキ」（1986年41．0％，2000年26．9％；p＜

0．05），「肉」（1986年10。8％，2000年2．2％；p〈0．01）

であった（表5）。

 「ステーキ」や「肉」が有意に少なくなっているのに

加え，「天ぷら」，「さしみ」，「たい」が2000年に少ない

傾向が見られる（表5）。このことから，お祝い二等で

日本で「ごちそう」とされてきた食品・食物が，「ごち

そう」でなくなってきている様子がうかがわれる。一方

で，「寿司」は2000年に有意に多くなっている。家庭で

行う手巻き寿司や比較的安価な寿司屋・回転寿司等の業

界の急成長10＞などによって，「寿司」が手軽で身近な食

品になり，イメージしゃすかったのではないかと思われ

る。

 「洋食その他」の中には「ハンバーゲ」，「オムライス」，

「唐揚げ」，「カレー」等があり，2000年に多い傾向が見

られた（表5）。これらの食品は，一般的に子どもの好

きな料理といわれている11）ものが多く，「ごちそう」の

イメージが「めったに食べられない・高級そうな料理」

というものから，「自分の好きな料理」に変わってきて

いるのではないかと推察される。

 また，「塩辛いもの」の結果と同様，「無回答」だった

学生は，1986年が1。2％，2000年が6．5％と2000年に有意

に多くなった（p〈0．001）（表5）。このことから，学

生の「ごちそう」という言葉に対する発想の貧弱化・貧

5．「食物繊維」からイメージする食品・食物（全回答）

 「食物繊維」からイメージする食品・食物が2000年に

有意に多いものは，「いも類」（1986年12．1％，2000年

18．6％；p＜0．01），「藻類」（1986年0．5％，2000年3．9

％；p〈0．001）であった（表6）。

2㎜年の場合，3っの回答のうち2っ以撫回答であ。

た人は，「回答に根菜類が記入されている人」（11．6％）

が，「回答に根菜が記入されていない人」（44．0％）に対

して有意（p〈0．001）に少なかった（表7）。「根菜類」

を記入した学生の方が，食物繊維についての高い関心・

認識をもっていることが推察される。

 「藻類」が2000年に有意に多くなった理由には，ダイ

エット志向による摂取率の増加や水に浸けるだけで簡単

に調理できる海草食品の普及等が考えられる。そのため，

1986年よりも，2000年の方が「藻類」をより身近な食物

としてとらえ，イメージしゃすかったのではないかと思

われる。

 さらに，「無回答」は，1986年36．3％，2000年29．4％

と有意（p＜0．05）に2000年が少なかった（表6）。こ

のことから，2000年置方が食物繊維に関する興味・関心

が高いことが推察される。

6．「緑黄色野菜」からイメージする食品・食物（全回

 答）

 「緑黄色野菜」からイメージする食品・食物が2000年

に有意に多いものは，「ほうれん草」（1986年12．1％，

2000年22．2％；p〈0．001）であり，2000年に有意に少

ないものは，「にんじん」（1986年34．9％，2000年24．0％；

p＜0．001），「トマト」（1986年22．9％，2000年6．1％；

p＜0．001）であった（表8）。
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 「緑黄色野菜」の中で，「にんじん」と「緑の濃い野

菜類」が高い摂取回数を占めている傾向が見られる12）

という報告からも，「緑黄色野菜」から「にんじん」，

「ほうれん草」をイメージする人の割合が多いこともう

なづける。その中でも，「ほうれん草」をイメージする

人が多くなってきており，「緑黄色野菜」イコール「ほ

うれん草」というイメージが強くなってきているように

も思われる。

 また，「トマト」を1番にイメージした人の割合は，

2000年では1986年の4分の1強にまで減り，「トマト」

を「緑黄色野菜」と認識している学生が少なくなってき

ていると推察される。

 一方で，「誤答率」は1986年の15．0％から2000年の

10．0％と有意（p＜0．05）に少なくなり，2000年の方が

緑黄色野菜をよく理解し，認識している様子がうかがわ

れる（表9）。「誤答例」には，2000年に果物である「レ

モン」を記入している学生が1即いたが，その他は「キャ

ベツ」・「きゅうり」・「レタス」・「セロリ」等，どちらに

も同じような「その他の野菜」があがっていた（表9）。

誤答する野菜には，葉野菜や皮の色の濃い野菜が多い傾

向が見られる。

「言葉のイメージ」アンケート調査結果

表1 「魚」（1番目の回答）

1986年置n＝508） 2000年（n言93｝
κ2 l 有意確率

項目
n ％ n 96 ｝986年＞2000「1 1螂｛Fく2000年

号んま 98 19．3 28 30．1 5．6 ＊

さけ 55 10．8 21 22．6 9．8 ＊＊

さば 98 19．3 8 8．6 6．2 ＊

たい 98 19．3 8 8．6 6．2 ＊

あじ 24 4．8 7 7．5 L3

いわし 0 0 7 7．5 38．7 ＊＊＊

まぐろ o 0 5 5．4 27．5 ＊＊＊

かれい 49 9．6 3 3．2 4」 ＊

ぶり 18 3．6 0 0 3．4

さしみ 30 6．0 0 0 5．3 ＊

その他 38 7．5 6 6．5 0．1

無回答 0 0 0 0

表4 「塩辛いもの」（1番目の回答）

1986年（n；508） 2000年（準93｝ 有意確率
項目

n ％ n ％

z2 l
198昨＞2000鮪 臨986甲く2000‘F

いかの塩から 196 38．6 46 49．5 3．9 ＊

演け物 30 6ρ 13 14．0 7．7 ＊＊

梅干し 46 9．1 10 10．8 0．3

ポテトチップス σ 0 6 6．5 33．1 ＊＊＊

明太子，’ 98 19．3 2 2．2 16」 ＊＊＊

塩干魚 86 16．9 0 0 18．4 ＊＊＊

佃煮 30 6．0 0 0 3．7

その他 4 0．8 7 7．5 18．2 ＊＊＊

無回答 18 3．6 9 9．7 6．3 ＊

‡P＜O．05，傘率P〈O．OL＊事＊Pく0．001

   表5 「ごちそう」（1番目の回答）
零pく0，05，＊零p〈0．0塵，＊串寧pく0．00且

表2 魚介類各種脂肪酸

不飽和脂肪酸
リノール酸

ドコサヘキ

Tエン酸
項目

脂総量 脂総量

脂肪酸 一価 多価

イコサペンタ

Gン酸

さんま生

ｳけ生

ｳば生

ﾜいわし生

ﾙんまぐろ生（赤

16．2

W．4

P6．5

P3．8

k4

13．19

U．31

P3．48

P0．62

O．74

2．93

k49

R．96

R．39

O．25

6．61

R．04

T．40

R．48

O．30

3．65

k78

Sユ3

R．75

O．19

1．7

O．8

P．4

Q．6

k1

6．4

V．8

X．O

k3．0

R．6

10．6

R．2

P3．2

P0．7

P5．6

食品目食部100唇当たり 単位g  （日本食品脂溶性成分表科学技術庁資源調査会編より抜粋）

項目
1986 n冨508 2000 n鳶93

鴨 ％ z2値 1兜6『；＞2000年1986‘ドく2000fF
寿司 68 13．3 21 22．6 4．8 ＊

天ぷら 6 1．2 0 0．0 1．0

さしみ 12 2．4 1 1．1 0．6

たい 12 2．4 ！ Ll 0．6

和 その他 0 0 2 2．2 1LO ＊＊＊

和食合計 98 19．3 25 26．9 2．8

ステーキ 208 41．0 25 26．9 6．5 ＊

焼肉 43 84 10 10．8 O．5

ハンバーグ 18 3．6 8 8．6 4．9 ＊

すき焼き 24 4．8 3 32 0．4

フランス料理 18 3．6 3 3．2 0．02

肉 55 10．8 2 2．2 6．9 ＊＊

トンカツ 6 1．2 0 0．0 L1

洋食その他 0 0．0 7 7．5 38．7 ＊＊＊

洋食合計 373   73．4    58   62．4    4．7 ＊

その他

無回答

31   6．1     4   4．3    0．5

61．2 66．511．2 ＊＊＊

表3 「のみもの」（1番目の回答）

1986年（n＝508） 2000年（n＝93）
κ2 l 有意確率

項目
n  ％ n ％ 1986‘ド＞2000‘1 旧8511三く2000「ド

お茶・水 37  7．2 47 50．5 122．3 ＊＊＊

ジュース 281  55．4 23 24．7 29．4 ＊＊＊

野菜ジュース 12  2．4 1 1．1 0．6

牛乳 80  15．7 10 10．8 L5

コーヒー 92  18，1 5 5．4 9．4 ＊＊

紅茶「 6  L2 5 5．4 7．7 ＊

その他 ’0   0 2 2．2 ll．0 ＊＊＊

無回答 0   0 0 0

零Pく0．05，＊亭P＜O．σ為事＊事ρ〈0．00，

串p〈0．0雨．＊＊pく0．Ol｝＊串串pく0．00L

表6 「食物繊維」（全回答）

1986年（n屋1顕） 2000年（n自279，  2

ﾈ値
有意確率

項目 n ％ n ％ 1985‘F＞2000‘ 1986年く2000‘1三

野菜類計 661 43．4 lu 39．8 L2
  葉茎菜o＝ 根菜類  果菜類  333

k3揚
 2L9k 20．4  1，1 〔：i  20．8k 17．2 1．8 0．2

P．5

O．9

いも類 185 12．1 52 18．6 8．7 ＊＊

果実類 87 5．7 15 5．4 0．05

藻類 8’ 0．5 11 3．9 26．4 ＊＊＊

その他 29 1．9 8 2．9 L1

無回答 554 36．3 82 29．4 5．0＊

疇p＜0．05，準掌pくO．Ol，＊車申pく軌0σ巳



115

栄養教育における言葉の問題点

表7 「食物繊維」について根菜類の記入の有無
  別無回答

表9 緑黄色野菜に関する誤答率と誤答例（全解答）

項目

2つ以上鉦回答

8 一    記 溺

れている人〔n明3》

n  ％
5  116

1 に   ゆ躍
れていない人〔n＝5①

n  ％
22  440

κ2値

l18

有意確率

＊＊＊
＊＊＊Pくσ．00【

1986年｛n環i524） 2000年｛n2279）  2

ﾈ値 有意確串項目
’n   瓢 n   ％

誤答数・率 229 15．0 28 10．0 4．8 ＊

誤答例

キャベツ きゅうり

激^ス   セロリ

鋳?  大恥

Jリフラワー

キャベツ きゅうり

激^ス セ。り

ﾈすび  レモン

ホpく0，05

表8 緑黄色野菜（全解答）

1986年（n＝1524） 2000年（F27g）  2

?l
有意確串

項目
n ％ n ％ 1985‘ド＞2000‘1【 1986年く2000年

にんじん

gマト

sーマン

ﾙうれん草

532

R49

Q21

P84

34．9

Q2．9

P4．5

D12．1

67

P7

S0

U2

24．0

U．1

P4．3

Q2．2

12．6

S1．2

O．01

Q0．6

＊＊＊

磨磨

＊＊＊

＊pく0．05，掌＊pく0．0恥零零寧p＜0．001

要 約

 食品と栄養素の「言葉」のイメージを知るために，中

国短期大学女子新入生を対象とし継続的にアンケート調

査を行い，その中で経年的な変化をみるために1986年と

2000年の調査結果を比較検討し，以下の結果を得た。

1．「魚」からイメージする食品・食物で，2000年に有

 意に多いものは「さんま」，「さけ」，「いわし」，「ま

  ぐろ」であり，有意に少ないものは「さば」，「たい」，

  「かれい」，「さしみ」である。

2。「のみもの」の場合，2000年に最も有意に多いもの

  は「お茶・水」であり，その割合は1986年の約7倍

  である。

3．「塩辛いもの」で，2000年に有意に多いものは「い

 かの塩から」，「漬け物」，「ポテトチップス」であり，

 有意に少ないものは「明太子」，「塩干魚」である。

4．「ごちそう」で，2000年目有意に多いものは「寿司」，

  「ハンバーゲ」であり，有意に少ないものは「ステー

  キ」，「肉」である。また，「和食」と「洋食」に分

  けると，2000年に「洋食」は有意に少なく，「和食」

  は多い傾向が見られる。

5．「食物繊維」で，2000年に有意に多いものは「いも

 類」，「藻類」である。

6．「緑黄色野菜」で，2000年に有意に多いものは「ほ

  うれん草」であり，有意に少ないものは「にんじん」，

  「トマト」である。「誤答率」では，2000年が有意に

  少ない。

7．各問いの「無回答」をみると，「塩辛いもの」，「ご

ちそう」で2000年に有意に多くなり，「食物繊維」

で2000年に有意に少なくなる。

 学生が卒業後，栄養士として栄養教育を行う場合に

「言葉」の重さを自覚し，それらを適切に扱えるよう本

調査から得た知見を基に，最も有効な栄養教育の授業展

開を考えていくことが，今後著者らに与えられた課題で

ある。
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